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る
。
今
年
は
沖
縄
開
教
50
周
年
に
あ
た

る
た
め
、
記
念
事
業
の
準
備
に
取
り
か

か
る
」。

続
い
て
中
岡
所
長
は
上
程
議
案
の

説
明
を
行
い
、
事
務
局
が
財
務
議
決
議

案
の
予
算
案
及
び
予
算
補
正
案
を
説
明
。

賛
成
多
数
に
て
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
以
下
の
と
お
り
事
務
連

絡
を
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

①	

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教

開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
に
つ
い
て

沖
縄
特
区
団
体
参
拝
の
割
り
当
て
は

左
記
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

（A）
令
和
5
年
4
月
3
日
（
月
）
午
後

︻
20
名
︼
浄
光
寺
、
浄
願
寺
、
中
道
寺
、

光
玅
寺
布
教
所

（B）
令
和
5
年
4
月
27
日
（
木
）
午
前

︻
30
名
︼
真
常
寺
、
平
成
寺
、
法
谷
寺
、

沖
縄
別
院

団
参
の
二
次
募
集
に
つ
い
て
は
追
っ

て
各
寺
院
・
布
教
所
に
ご
案
内
し
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
別
院
で
の
法
要
修
行
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

②	

沖
縄
開
教
50
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

今
年
は
沖
縄
県
本
土
復
帰
50
周
年
、

ま
た
沖
縄
開
教
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て

50
周
年
を
迎
え
る
た
め
、「
沖
縄
開
教

50
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」（
仮

称
）
を
設
置
し
ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
、

法
要
の
修
行
や
記
念
冊
子
の
作
製
に
特

区
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

3
月
9
日
（
水
）
午
後
7
時
か
ら
、

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
第
3
回
沖

縄
県
宗
務
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
岡
順
忍
所
長
か
ら
令

和
4
年
度
沖
縄
県
宗
務
特
別
区
執
務
方

針
を
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。「
各
種

法
要
・
行
事
は
令
和
4
年
度
も
感
染
症

第３回
沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議
開
催

慶
讃
法
要

慶
讃
法
要
のの
団
参
団
参（
一
次
）

（
一
次
）日
程
決
ま
る

日
程
決
ま
る

宗務推進会議にご出席の皆さん

春
季
彼
岸
会
・
春
の
永
代
経
法
要

3
月
21
日
（
月
・
祝
）
沖
縄
別
院
本

堂
に
て
、午
前
10
時
か
ら
「
春
季
彼
岸
会
・

春
の
永
代
経
法
要
」
を
修
行
し
ま
し
た
。

沖
縄
別
院
で
は
春
秋
の
彼
岸
に
あ
わ
せ

て
永
代
経
法
要
を
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。

法
要
後
、
中
岡
順
忍
輪
番
か
ら
彼
岸
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

沖
縄
特
区
全
戦
没
者
追
悼
法
要

続
い
て
、映
画
﹃
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

沖
縄
戦
~
知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶

~
﹄
を
上
映
し
、「
沖
縄
特
区
全
戦
没
者

追
悼
法
要
」
を
修
行
し
ま
し
た
。

沖
縄
特
区
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
（
実
践
運
動
）
委
員
会
で
は
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
目
標
と
し
て
、

「﹃
非
戦
平
和
﹄
悲
惨
な
戦
争
か
ら
の
学

び
と
啓
発
」
を
掲
げ
、
そ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
毎
年
、
沖
縄
特
区
全
戦
没
者

追
悼
法
要
を
修
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
月
24
日
（
木
）
~
4
月
25

日
（
月
）
に
は
啓
発
活
動
と
し
て
、
沖

縄
別
院
納
骨
堂
で
、
沖
縄
県
内
の
児
童

生
徒
が
作
成
し
た
平
和
へ
の
思
い
を
込

め
た
作
品
「
児
童
・
生
徒
の
平
和
メ
ッ

セ
ー
ジ
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

中
岡
所
長
か
ら

　
　
　

非
戦
平
和
に
つ
い
て
の
お
話

追
悼
法
要
の
後
、
沖
縄
特
区
実
践
運

動
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
中
岡
所
長
か

ら
、「

今
年
は
戦
後
77
年
、
沖
縄
県
本
土
復

帰
50
年
を
迎
え
ま
す
。
第
2
次
世
界
大

戦
終
戦
後
、
27
年
間
も
の
間
沖
縄
県
は

米
国
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。

現
在
、
ロ
シ
ア
連
邦
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
に
踏
み
切
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
子
ど
も
を
含
め
た
多
く
の
人

が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
争
い
を
な

く
す
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
私
た

ち
は
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
行

動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
戦

と
い
う
悲
惨
な
出
来
事
を
振
り
返
り
、

こ
の
よ
う
な
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
し

対
策
を
講
じ
て
取
り
組
む
。
沖
縄
特
区

﹃
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
﹄（
実

践
運
動
）
委
員
会
の
委
員
は
引
き
続
き

現
委
員
に
ご
依
頼
し
、
各
専
門
部
会
等

を
設
け
推
進
す
る
。
第
3
期
沖
縄
特
区

﹃
門
徒
推
進
員
養
成
連
続
研
修
会
﹄（
連

研
）
を
今
年
度
に
企
画
し
て
い
る
。
沖

縄
特
区
門
徒
総
代
会
の
結
成
に
取
り
組

む
。﹃
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
﹄
に
つ
い

て
は
、
団
体
参
拝
の
諸
準
備
と
と
も
に
、

沖
縄
別
院
で
の
法
要
修
行
計
画
を
進
め

令
和
５
年

令
和
５
年
４
月
３
日

４
月
３
日

　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
４
月
2727
日日

春季彼岸会・全戦没者追悼法要春季彼岸会・全戦没者追悼法要

て
は
な
ら
な
い
と
心
に
誓
い
、
自
他
共

に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

導師にあわせて外陣も一斉にお経本をおしいただき、お経がはじまる導師にあわせて外陣も一斉にお経本をおしいただき、お経がはじまる彼岸会・永代経の様子彼岸会・永代経の様子

追悼法要後、非戦平和について追悼法要後、非戦平和について
話す中岡所長話す中岡所長 映画『ドキュメンタリー沖縄戦』を視聴する参拝の皆さん映画『ドキュメンタリー沖縄戦』を視聴する参拝の皆さん

今年度の特区執務方針に
ついて述べる中岡所長
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2
月
20
日
（
日
）
午
後
7
時
か
ら
久

米
島
布
教
所
本
堂
に
て
報
恩
講
法
要
を

修
行
し
ま
し
た
。
久
米
島
の
報
恩
講
は

毎
年
3
月
第
3
日
曜
に
修
行
し
ま
す
が
、

今
年
は
春
彼
岸
と
重
な
る
た
め
2
月
に

変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た

日
曜
学
校
は
中
止
し
、
法
要
は
関
係
者

の
み
の
内
勤
め
と
し
ま
し
た
。

さ
て
、
一
般
寺
院
の
本
堂
内
陣
に
は
、

中
央
に
御
本
尊
を
、
向
か
っ
て
右
に
は

宗
祖
御
影
（
親
鸞
聖
人
の
御
影
）、
左
に

は
先
師
御
影
（
先
師
上
人
の
御
影
）
ま

た
は
蓮
如
上
人
御
影
を
奉
懸
し
ま
す
が
、

久
米
島
布
教
所
本
堂
に
は
、
中
央
に
阿

弥
陀
如
来
の
御
絵
像
が
奉
懸
さ
れ
て
い

る
の
み
で
し
た
。

今
回
、
篤
信
な
門
信
徒
か
ら
の
寄
贈

が
あ
り
、
親
鸞
聖
人

と
蓮
如
上
人
の
絵
像

を
奉
懸
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
、

清
新
な
空
気
の
な
か

法
要
が
修
行
さ
れ
ま

し
た
。

法
要
後
、
中
岡
輪

番
か
ら
、「
報
恩
講
は
、

恩
に
報
い
る
講
と
書

翌
13
日
（
日
）
午
前
10
時
の
「
沖
縄
別
院
常
例

法
座
」
に
も
佐
々
木
師
を
お
招
き
し
、
ご
法
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
前
日
に
続
い
て
、
七
高
僧
に
つ

い
て
詳
し
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
調
査
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交
え
て
話
さ
れ
、
参
拝
の
皆

さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
聴
聞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
七
高
僧
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」「
海
外
調
査
の
話
に
興
味
が
湧

き
ま
し
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
常
例

法
座
に
県
外
の
講
師
が
来
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、

多
く
の
ご
参
拝
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

3
月
12
日
（
土
）
午
後
7
時
、
沖
縄
別
院
本
堂
に

お
い
て
沖
縄
特
区
布
教
団
主
催「
第
2
回
僧
侶
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解
除

さ
れ
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
開
催
で
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
佐
々
木
義
英
師
（
本
願
寺
派
司
教
・
滋

賀
教
区
滋
賀
組
福
田
寺
衆
徒
）
を
お
招
き
し
、「
浄
土

真
宗
の
源
流
~
正
信
念
佛
偈
の
こ
こ
ろ
~
」
と
題
し
て
、

七
高
僧
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
「
阿
弥
陀
さ
ま

の
後
押
し
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
釈
尊
を
通
し
て
、
七
高

僧
を
通
し
て
、
親
鸞
聖
人
を

通
し
て
、
今
現
在
の
私
た
ち

に
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
心
が
届

い
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に
正

信
偈
を
つ
な
い
で
ゆ
く
役
割

は
、
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た

私
た
ち
に
あ
り
ま
す
」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
義
英

佐
々
木
義
英
師師
七
高
僧

七
高
僧
をを
詳
説
詳
説

僧
侶
研
修
会
、
常
例
法
座

僧
侶
研
修
会
、
常
例
法
座

講
師
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を

大
型
モ
ニ
タ
ー
に
つ
な
い
で
画

像
デ
ー
タ
を
映
し
、
前
半
は
龍

樹
菩
薩
、
天
親
菩
薩
、
曇
鸞
大
師
、

そ
し
て
後
半
は
道
綽
禅
師
、
善

導
大
師
、
源
信
和
尚
、
源
空
上

人
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
い
立

ち
や
、
出
身
地
な
ど
に
つ
い
て

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

き
ま
す
。
私
と
い
う
人
間
は
決
し
て
一

人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
多
く

の
人
や
物
の
様
々
な
ご
縁
に
支
え
ら
れ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
私

に
気
づ
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
仏
さ

ま
で
す
。
こ
の
私
を
決
し
て
見
捨
て
ず
、

常
に
私
の
側
に
い
る
、
必
ず
救
う
と
私

に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
私
に
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
親
鸞

聖
人
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」

と
お
話
し
ま
し
た
。

  

阿
弥
陀

阿
弥
陀
さ
ま
さ
ま
のの
両
脇
両
脇
にに

  

宗
祖
宗
祖
とと
蓮
如
上
人

蓮
如
上
人
のの
御
影
御
影
をを
奉
懸
奉
懸

と
共
に
新
年
を
祝
い
ま
す
。
納
骨
堂
総

追
悼
法
要
は
、
十
六
日
祭
を
ご
縁
に
故

人
を
追
悼
し
、
仏
さ
ま
に
感
謝
さ
せ
て

い
た
だ
く
法
要
で
す
。

法
要
で
中
岡
輪
番
は
「
阿
弥
陀
さ
ま

は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
私
の
そ
ば

に
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀

仏
と
称
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
ば
に
い
て

く
だ
さ
る
阿
弥
陀
さ
ま
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
」
と
お
話
し
ま
し
た
。

阿
弥
陀
さ
ま
、
先
人
の
方
々
の
ご
縁

に
感
謝
し
、
念
仏
申
す
人
生
を
歩
ん
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。

久
米
島

久
米
島

布
教
所

布
教
所

報
恩
講

報
恩
講

納
骨
堂
総
追
悼
法
要

納
骨
堂
総
追
悼
法
要

納
骨
堂
総
追
悼
法
要
（
十ジ

ュ
ー
ル
ク
ニ
チ
ー

六
日
祭
）

を
2
月
16
日
（
水
）、
沖
縄
別
院
は
午
前

10
時
と
午
後
2
時
に
、
天
久
礼
拝
所
と

久
米
島
布
教
所
で
は
正
午
に
修
行
し
ま

し
た
。
沖
縄
別
院
の
法
要
は
親
鸞
聖
人

御
命
日
法
要
と
併
修
し
ま
し
た
。

十
六
日
祭
は
沖
縄
の
伝
統
行
事
で
、

旧
暦
1
月
16
日
に
お
墓
参
り
し
、
先
人

手指消毒液や検温器を設置するなど感染症対策
をおこない、ご参拝いただいた

モニターを使ってモニターを使って
解説される佐々木師解説される佐々木師

挨拶される池上副団長挨拶される池上副団長
（僧侶研修会）（僧侶研修会）

ご挨拶する中岡団長ご挨拶する中岡団長
（僧侶研修会）（僧侶研修会）

僧侶研修会の様子僧侶研修会の様子

常例法座で法話される常例法座で法話される
佐々木師佐々木師

常例法座にご参拝の皆さん常例法座にご参拝の皆さん

常例法座の休憩中も、佐々常例法座の休憩中も、佐々
木師はパソコンで海外の様木師はパソコンで海外の様
子を見せてくださり、多く子を見せてくださり、多く
の参拝者があつまられたの参拝者があつまられた

報恩講の様子。上写真のように報恩講の様子。上写真のように
両脇壇も美しく荘厳された両脇壇も美しく荘厳された


